
１．実験概要、留意すべき項目

【複数年度（1年目）】人流、物流、情報のシームレスな利活用を実現するための路側マネジメント実験
（和歌山県すさみ町）

２．今年度の調査内容、調査結果

実験メニュー 実験内容

街路灯の多機能化実験 安全性、街灯に具備すべき仕様、性能の検証

小型モビリティのシェアリング 乗降拠点に必要な道路空間、空間管理のために必要な道路施設の検証

ドローンと小型自動宅配ロボを活用した物流実験 荷捌きに必要な道路空間、荷捌き空間確保に必要な道路施設、ドローン離発着に必要な
スペース、安全な荷捌きのための空間の検証

路側空間に屋外用デジタルサイネージを活用した情報提供 効果的な防災情報提供、平時における広報の認知度の検証

３．次年度の社会実験に向けて

• 密集した町においてDX社会に最適な交通や物流サービスを展開するためのサービスや道路施設等の仕様や構造の検証
を行う。

• 「道路法第2条第2項道路の附属物2道路の街灯」、「道路構造令第9条（停車帯）」の改正に結びつく実験となっていること。

地域住民、来町者向けポスター

①街路灯の多機能化実験

⇒カメラ、センサーの設置に伴う地震や風への耐荷性を検
証（R4.3末に確認予定）

②小型モビリティのシェアリング
⇒役場等を結ぶ生活道路に拠点を設置
⇒高齢者に適した予約、運行管理システムを検討
⇒R3.1.26に体験会を実施、R4.2.14から開始予定

駐車時の状況



６．評価

４．今後のスケジュール

意見 意見に対する検討、対応方針

すさみならではの技術の使い方や体制、荷物の受け手も一緒に巻き込むべき
である。ただし、収益分配の仕組みがないといけない。近隣の大学研究室に情
報を流すなど呼びかけてはどうか。

令和4年度の実験に向けて検討する。

社会実験であるこの取組を知ってもらわないといけないので、PRする方法を検
討するべきである。

すさみ町役場HPに実験の参加者募集ページを整備する。その他不足する部
分は令和４年度に向けて検討する。

小型モビリティは使われないと実験の結果が出ないので、切迫感をもってプロ
モーションし、利用率を向上して頂きたい。

令和4年3月度の広報誌にシェアリング事業のチラシを折り込み、すさみ町内
2000棟に配布を実施するとともに、ポスター30枚をすさみ町内に設置する。

道路情報管理施設の要件、道路構造はどの様に決めるのか？ 令和4年度の実験に向けて検討する。

病院に通う方に質問するなどの具体的な地域のニーズを捉え、そのニーズと
対策に繋がりを持つべきである。

令和4年度の実験に向けて検討する。

道路空間のスペース、空き地の活用における乗降空間の確認が必要である。 令和３年度小型モビリティ（公用車含む）シェアリングにおいては、特に小型モ
ビリティ（トヨタコムス）はミニカー相当であり、駐車マスの大きさの基準が整備さ
れていない車両なので、必要な最小スペースを設定し、最小スペースとして適
正か否かカメラを設置し、目視で確認を実施する。

５．意見と検討、対応方針

令和4年2月～8月：小型モビリティのシェアリング
令和4年7月～12月：街路灯の多機能化実験
令和4年7月～11月：ドローンと宅配ロボの物流実験
令和4年8月～12月：サイネージを活用した情報提供実験

• 順調に実験が進んでいる。
• 次年度の実施内容が具体化されているため、継続して実験を行うことが妥当と考える。
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